
図 1　遺跡位置図（1/25,000）

調査区の面整理作業（南から）

ＳＫ 31 井戸跡の精査状況（南から）

ＳＫ７土坑の精査状況 ( 北から）

調査風景 ( 東から・高瀬川の土手より望む）

調査要項 
遺跡名	 下中瀬遺跡
所在地	 山形県飽海郡遊佐町北目字下中瀬ほか
時代 ･ 種別	 平安時代、江戸時代の集落跡
起因事業	 日本海沿岸東北自動車道 ( 酒田みなと～遊佐）
調査委託者	 国土交通省東北地方整備局酒田河川国道事務所
調査機関	 公益財団法人山形県埋蔵文化財センター
現地調査	 平成 29 年６月１日から 11 月 29 日まで
調査面積	 590㎡
調査担当者	 調査研究専門員　齊藤主税（現場責任者）
	 専門調査研究員　植松暁彦
	 調査員　　　　　阿部明彦
検出遺構	 平安時代（土坑、溝跡、ピット）・江戸時代（井戸跡、堀跡、土坑、墓跡、塚跡など）
出土遺物	� 平安時代（土器〔土師器・須恵器〕）・江戸時代（陶磁器、木製品〔井戸枠材・漆器・

櫛〕、鉄製品〔古銭〕など）

下
し も な か せ

中瀬遺跡発掘調査説明会資料
公益財団法人 山形県埋蔵文化財センター　平成 29 年 11 月 5 日 ( 日 ) 

１　調査の概要
　下中瀬遺跡は、遊佐町北端の丸子地区の畑
地に所在します。高瀬川左岸の自然堤防（微
高地）上に立地し、標高は約 3 ｍを測りま
す（図１）。
　遺跡は、日本海沿岸東北自動車道（酒田み
なと～遊佐）建設地の一部にあたり、関係公
所との協議の結果、（公財）山形県埋蔵文化
財センターが平成 29 年６月から発掘調査に
入ることになりました。

２　見つかった遺構と遺物
　今回の調査では、調査区中央部などから平
安時代（約 1,200 年前）の土坑や溝跡、ピッ
ト群などが発見されました。また、一部では
平安時代の上層面から掘り込まれた江戸時代

（約 300 年前）の井戸跡や堀跡、土坑、墓坑、
塚状遺構なども確認されました。

○平安時代　　
　調査区中央部のＳＫ７・ＳＫ 25 土坑では
平安時代の野焼きで焼かれた土師器の甕片が
まとまって出土しました。
　また、調査区東半部では、現在の高瀬川と
直交または並行して幅約 30㎝前後で、土坑
の埋土と同じ堆積土の溝跡群が並んで確認さ
れ、畑の畝跡などの用途が考えられます。全
体に土器の出土は、希薄ですが、土師器の坏
や須恵器の蓋などが出土します。
○江戸時代　　
　調査区中央部から幅約 2.5 ｍ、深さ約 1.2
ｍの長大なＳＤ 16・ＳＤ 18 堀跡が２条、
東西に並走して発見されました。両堀跡は、
南端で緩やかに立ち上がる共通点がありま
す。また、ＳＤ 18 溝跡の上層は人的に埋め
戻されており、東接するＳＫ 20 の上層と類
似し、注目されます。他にこの堀跡に直交し
て南北に走行する同規模のＳＤ 29 堀跡があ

り、これもＳＤ 16・18 と同じく北側先端が
急に立ち上がり、調査区外に延びるようです。
なお、ＳＤ 18 堀跡は、平面正方形の大型の
堀跡で、深さ約 1.2 ｍの下層に炭が充満し、
上層が人為的な埋め土の痕跡が残るＳＫ 20
土坑や、井戸枠に複数回の改修痕跡が見られ
る小型のＳＥ 31 井戸跡に埋没後、新たに掘
り込まれる新旧関係があります。
　そして、東西軸のＳＤ 16・18 堀跡、南北
軸のＳＤ 29 堀跡に囲まれた調査区西半部で
は、全体に江戸時代の遺構が希薄ですが、西
端に一部調査区外に延びる平面方形状の溝跡
が廻るＳＸ 41 塚状遺構があります。溝跡は
塚などの周溝と考えられます。
　その後、ＳＸ 41 塚状遺構の東側を壊し、
長さ約３ｍ、幅約 1.5 ｍの平面形長方形のＳ
Ｋ 22 土坑が東西軸に造られます。ＳＫ 22
土坑は、ＳＫ 20 土坑と同様に堆積土は炭が
充満し、複数の古銭や底面近くから櫛などが
出土したことから墓坑の可能性も考えられま

した。

３　まとめ
　今調査では、平安時代の９世紀頃の集落跡
と、江戸時代後半の 18 ～ 19 世紀頃の集落
跡が発見されました。
平安時代では、河川に隣接した村の様相が明
らかになり、当該期の土地利用の仕方などが
分かりました。
　江戸時代では、江戸期後半の直交する堀跡

（ＳＤ 18・ＳＤ 29）が調査区外の地形など
からも調査区南側に広がる屋敷地の外側（外
郭）の堀跡と考えられ、現水路との並行関係
から、概ね約 20 ｍ四方の方形状の空間を区
画していたと推測されます。
　なお、外郭の内部には、ＳＸ 41 塚状遺構
やＳＫ 22 墓坑跡などが単発的にあり、県内
では数少ない江戸時代の屋敷地の外側（外郭）
で行われた祭祀場などの性格がうかがわれ注
目されます。



ＳＥ 31 井戸跡の井戸枠材出土状況（北から）

ＳＫ 22 土坑の炭化層の土層断面（南東から）

ＳＸ 41 塚状遺構とＳＫ 22 土坑（北から）

調査区の完掘状況（東から・高瀬川土手より）

方形状に廻るＳＤ 18・ＳＤ 29 溝跡（南東より）ＳＤ 16 溝跡底面出土の漆器（南東から）ＳＤ 18 の近世陶磁器出土状況（北西から）ＳＤ 16・18 溝跡・ＳＫ 20 土坑の完掘状況（南から）ＳＤ 18 溝跡の土層断面と南端（南から）

並走するＳＤ 16・ＳＤ 18 溝跡の土層断面（北から）

ＳＫ 20 土坑の炭化層の土層断面（西から）

溝跡の須恵器の坏出土状況（北から）

ＳＤ２～８溝跡の完掘状況（北東から）
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